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教職員紹介
（敬称略）

上
段
右
か
ら

　

下
山  

和
利

　

佐
藤　

弘
子
（
２
の
７
正
）

　

上
杉　

晃
世
（
１
の
２
副
）

　

石
野　

雄
基
（
２
の
５
副
）

下
段
右
か
ら

　

大
宮
司
貴
志
（
１
の
４
正
）

　

加
藤　

泰
人
（
１
の
５
副
）

　

栗
原　

由
佳
（
３
の
５
副
）

　

増
渕　

耕
子
（
３
の
２
副
）

　

山
崎　

和
美
（
２
の
４
正
）

上
段
右
か
ら

　

黒
子　

麻
美
（
１
の
１
正
）

　

福
田　

智
貴
（
２
の
８
正
） 

　

岡
本
紫
津
香
（
２
の
４
副
）

下
段
右
か
ら

　

藤
田　

昌
巳
（
２
の
１
副
）

　

山
東　
　

汀
（
１
の
７
正
）

　

手
塚　

直
也
（
３
の
８
正
）

　

塚
田　

優
子
（
３
の
１
副
）

　

田
野
井　

守

上
段
右
か
ら

　

西
垣　
　

徹
（
１
の
１
副
） 

　

ヤ
ス
ミ
ン
・
サ
ユ
リ
（
１
年
付
）

　

秋
山　

大
貴
（
１
の
６
副
）

　

菊
地
亜
沙
美
（
２
年
付
）

　

ブ
ラ
ッ
ク
バ
ー
ン
・
ボ
ビ
ー
・
レ
イ

　

小
林　

裕
美
（
２
の
６
正
）

　

澤
村　

哲
史
（
１
の
２
正
）

　

荒
川　

朋
子 

下
段
右
か
ら

　

及
川　
　

聡
（
３
の
４
副
）

　

篠
原　

章
彦

　

石
戸　

直
美
（
３
の
１
正
）

　

長
谷
川
良
子
（
３
の
３
正
）

　

伊
東　

賢
治
（
２
の
２
正
）

　

高
田　

恵
一

　

渡
辺
聡
代
（
内
留
中
）

　

石
塚　

英
子

　

髙
橋
佳
代
子
（
２
の
３
正
）

　

北
村
の
ぞ
み
（
３
の
４
正
）

　

星
野　

典
子
（
１
の
８
副
）

　

石
川　

雅
英

国　

語　

科

数　

学　

科

英　

語　

科

芸
術
科
・
家
庭
科

一
学
年
に
望
む
こ
と

一
学
年
主
任　

大
浦　

朝
美

　

高
校
生
活
が
ス
タ
ー
ト
し
て
三
ヶ

月
、
学
校
に
も
だ
い
ぶ
慣
れ
て
き
た

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
さ
て
、
皆
さ

ん
は
目
標
達
成
の
た
め
の
良
い
生
活

習
慣
が
身
に
つ
い
た
で
し
ょ
う
か
？

　
「
人
は
時
間
で
行
動
し
、
け
じ
め

の
あ
る
生
活
が
自
分
の
可
能
性
を

高
め
る
。
時
間
の
余
裕
が
心
の
余
裕

で
あ
る
。」
と
考
え
て
い
ま
す
。
今

ま
で
親
に
や
っ
て
も
ら
っ
て
当
た
り

前
だ
っ
た
こ
と
を
、
こ
れ
か
ら
は
自

分
で
行
動
す
る
こ
と
を
念
頭
に
生
活

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
目
標
達
成

の
た
め
に
は
、
中
学
校
生
活
の
経
験

を
土
台
に
、
高
校
生
と
し
て
新
た
な

気
持
ち
で
「
思
考
力
・
判
断
力
・
表

現
力
な
ど
人
と
し
て
成
長
す
る
」
こ

と
が
大
切
で
す
。
今
後
は
、
自
分
の

行
動
に
責
任
を
持
ち
、
先
を
見
越
し

て
行
動
で
き
る
よ
う
心
が
け
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
何
事
に
お
い
て
も
目

標
に
向
か
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ

と
や
、
常
に
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
て
努

力
す
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
く
だ
さ

い
。

　

皆
さ
ん
の
高
校
生
活
が
実
り
あ
る

三
年
間
に
な
る
よ
う
期
待
し
て
い
ま

す
。

校　長
大川　直邦

教　頭
大内　信久

宜しく
お願いします
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上
段
右
か
ら

　

藤
本　
　

創
（
１
の
３
副
）

　

板
倉
有
紀
江
（
２
の
５
正
）

　

針
谷　

英
子
（
１
の
５
正
）

　

藤
沼　

晴
美
（
主
任
実
習
助
手
・
１
年
付
）

　

阿
部　

智
志
（
２
の
６
副
）

下
段
右
か
ら

　

篠
山　

秀
志
（
主
幹
教
諭
・
３
年
付
）

　

小
瀧　

貴
子
（
３
の
７
副
）

　

唐
木
澤
妙
子
（
３
の
６
正
）

　

大
山
美
也
子
（
３
の
７
正
）

　

飯
竹　

雅
巳
（
主
幹
教
諭
・
３
年
付
） 

上
段
右
か
ら

　

小
栁　

真
弓
（
１
の
３
正
） 

　

長
平　

佳
史
（
２
の
１
正
）

　

見
目　
　

亘
（
２
の
８
副
）

　

福
田　

幸
也
（
２
の
２
副
）

下
段
右
か
ら

　

阿
久
津　

浩
（
１
の
６
正
）

　

石
川　
　

努
（
３
の
２
正
） 

　

田
村　

真
弓
（
３
の
５
正
）

　

磯　
　

寿
人
（
３
の
３
副
）

上
段
右
か
ら

　

中
條
佳
津
子
（
養
護
教
諭
・
２
年
付
）

　

西
山
久
美
子
（
１
の
４
副
）

　

神
尾　

有
飛

　

村
田　
　

剛
（
３
の
８
副
）

　

粂
川　

明
史
（
２
の
７
副
）

下
段
右
か
ら

　

遠
井　
　

努
（
３
の
６
副
）

　

荒
井　

浩
司
（
２
の
３
副
）

　

大
浦　

朝
美
（
１
の
８
正
）

　

土
澤　

直
也
（
１
の
７
副
）

　

門
傳
由
実
子
（
産
休
中
）

上
段
右
か
ら

　

手
塚
麻
由
美
（
主
事
・
司
書
） 

　

増
渕　

礼
子
（
主
査
） 

　

鈴
木　

智
穂
（
主
任
）

　

中
村　

有
紀
（
Ｐ
Ｔ
Ａ
職
員
）

下
段
右
か
ら

　

南
保　
　

遥
（
主
事
）

　

矢
口　

安
夫
（
事
務
長
）

　

髙
橋　

佳
幸
（
主
任
公
仕
）

　

澤
村　

智
志
（
公
仕
）

事　
　

務

理　
　

科

地
歴
・
公
民
科

保
健
体
育
科

 
二
年
生
に
望
む
こ
と

二
学
年
主
任　

佐
藤　

弘
子

　

二
年
生
は
「
中
だ
る
み
の
時
期
」

と
世
間
で
は
よ
く
言
わ
れ
ま
す
が
、

実
際
は
忙
し
く
て
、
た
る
ん
で
は
い

ら
れ
ま
せ
ん
。
学
習
面
は
文
系
理
系

の
進
路
を
意
識
し
て
学
力
向
上
を
目

指
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
部
活

動
で
は
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
期
待
さ

れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
活
動
へ
の

積
極
的
参
加
を
す
す
め
ら
れ
、
お
ま

け
に
友
だ
ち
と
も
遊
び
た
い
し
、
と

い
う
具
合
で
、
暇
な
ど
な
い
は
ず
で

す
。
誰
に
で
も
平
等
に
用
意
さ
れ
た

時
間
を
ど
う
過
ご
す
か
に
よ
っ
て
、

今
後
の
人
生
が
大
き
く
左
右
さ
れ
ま

す
。
明
る
い
（
？
）
将
来
の
た
め
に

は
時
に
我
慢
も
必
要
で
、
正
に
二
年

 

三
年
生
に
望
む
こ
と

三
学
年
主
任　

唐
木
澤　

妙
子

　

い
よ
い
よ
三
年
生
。
先
日
行
わ
れ

た
最
後
の
球
技
大
会
で
は
、
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
を
育
て
な
が
ら
力
強
く
勝
ち

上
が
っ
て
い
く
姿
を
見
て
、
頼
も
し

く
感
じ
ま
し
た
。
こ
の
二
年
間
で
皆

さ
ん
は
様
々
な
力
を
身
に
つ
け
て
き

て
い
ま
す
。
学
習
、
行
事
や
部
活
動

な
ど
へ
の
取
り
組
み
の
姿
勢
が
今
の

自
分
を
作
っ
て
き
ま
し
た
。

　

進
路
決
定
の
正
念
場
は
も
う
す
ぐ

で
す
。
苦
し
い
局
面
か
ら
逃
げ
ず
に

最
後
ま
で
自
己
実
現
に
向
か
っ
て

い
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
た
め
の
力

を
今
ま
で
培
っ
て
き
た
は
ず
で
す
。

さ
ら
に
こ
れ
か
ら
の
努
力
で
可
能
性

は
広
が
り
ま
す
。

生
は
正
念
場
で
す
。

　

最
近
、
中
・
高
・
大
学
時
代
の
友

人
と
会
う
機
会
が
続
き
、
時
間
が
巻

き
戻
さ
れ
た
よ
う
な
気
分
に
な
っ
て

い
ま
す
。「
思
い
出
」
は
美
化
さ
れ

が
ち
で
す
が
、
学
校
と
い
う
空
間
を

共
有
し
た
仲
間
と
の
記
憶
は
本
当
に

貴
重
で
、
近
頃
の
私
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

で
も
あ
り
ま
す
。
学
生
で
い
ら
れ
る

の
は
一
生
の
中
の
ほ
ん
の
一
時
期
で

す
。
偶
然
が
も
た
ら
す
出
会
い
を
大

い
に
生
か
し
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

宇
南
高
生
と
し
て
の
時
間
は
、
間

も
な
く
折
り
返
し
地
点
に
差
し
掛
か

り
ま
す
。
失
敗
を
恐
れ
ず
、
何
事
に

も
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
時
期
は
多
く
の
部
活
動
で
三

年
生
は
引
退
を
迎
え
て
い
ま
す
。
今

ま
で
部
活
動
に
使
っ
て
い
た
時
間
を

全
て
学
習
時
間
に
充
て
て
い
ま
す

か
。
ま
た
、
進
路
希
望
は
具
体
的
に

決
ま
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
初
め

か
ら
本
気
で
合
格
を
取
り
に
行
く
つ

も
り
で
動
き
始
め
な
い
と
、
合
格
は

勝
ち
取
れ
ま
せ
ん
。「
取
れ
た
ら
い

い
な
」
で
は
、
ほ
ぼ
目
標
ま
で
は
到

達
で
き
な
い
の
で
す
。
今
こ
の
時
期

が
ギ
ア
を
切
り
替
え
て
ダ
ッ
シ
ュ
を

す
る
と
き
で
す
。
皆
さ
ん
の
本
気
に

期
待
し
て
い
ま
す
。

　

保
護
者
の
皆
様
も
こ
れ
か
ら
辛
い

時
期
に
な
り
ま
す
が
、
お
子
さ
ん
を

信
じ
て
応
援
し
て
く
だ
さ
い
。


